
生
ま
れ

つ
き
耳
が
聞
こ

え
な
い
今
村
さ
ん
は
、
ろ

う
者
の
世
界
を
映
像
で
伝

え
た
い
と
思
い
、
愛
知
教

育
大
在
学
中
の
十
九
歳
の

時
に
渡
米
。
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
州
立
大
ノ
ー
ス
リ

ッ

ジ
校
で

一
年
間
、
映
画
制

作
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
特

別
支
援
学
校
や
サ
ー
フ
シ

ョ
ツ
プ
で
働
く
ろ
う
者
な

ど
を
撮
影
し
て
き
た
。

今
村
さ
ん
は
震
災
の
十

一
日
後
、
宮
城
県
岩
沼
市

に
入
り
、
耳
が
聞
こ
え
な

い
菊
地
藤
吉
さ
ん
後
９
と

妻
の
信
子
さ
ん
Ｑ
じ
を
取

材
し
た
。

二
人
は
揺
れ
が
収
ま

っ

た
直
後
、
津
波
が
来
る
こ

と
を
知
ら
ず
に
自
宅
に
残

っ
て
い
た
。
地
元
の
人
が

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
た
め
に
作
成
し
た
東
日
本
人
震
災
の
Ｄ
∨
Ｄ
に
つ
い
て
、
手
話

で
説
明
す
る
映
像
作
家
の
今
村
彩
子
さ
ん
――
名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
学
院
大
で

わ誇耐（』わ哺鵡課帥　ュⅢ叶^

謳辣
餞
婦

ら
大
丈
夫
だ
と
思

っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
」
と
ナ
レ

ー
シ

ョ
ン
を
入
れ
た
。

二
十
三
分
間
の
映
像
は

昨
年
九
月
に
完
成
。

ニ
ュ

ー
ス
番
組
の
手
話
通
訳
の

少
な
さ
や
救
援
物
資
な
ど

の
情
報
収
集
の
難
し
さ
を

指
摘
。
筆
談
を
遠
慮
し
、

近
所
付
き
合
い
が
希
薄
な

仮
設
住
宅
で
孤
立
し
が
ち

な
現
状
も
伝
え
て
い
る
。

内
閣
府
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
に
被
災
し
た

東
北
沿
岸
三
県
の
障
害
者

の
死
亡
率
は
２

・
０６
％
で

全
体
（
ｌ

ｏ
０３
％
）
の
三
倍

に
上

っ
た
と
の
統
計
も
。

今
村
さ
ん
は
東
京
都
や
山

梨
県
な
ど
で
上
映
会
を
開

き

「
日
ご
ろ
か
ら
ろ
う
者

と
そ
れ
以
外
の
人
が
顔
を

突
き
合
わ
せ
、
人
間
関
係

を

つ
く
る
こ
と
が
ま
ず
は

大
事
」
と
訴
え
て
い
る
。

映
像
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
日
本
語
の
ほ
か
英
語
、

韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
字

幕

付

き

で

三
千

円

（
送
料
込
み
）
。
問
い
合

わ
せ
は
、
今
村
さ
ん
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
２
ｃ
ａ
ｏ

‐

”
Ч
”

―
”
思
Ｏ
Ч
”
口
〇
〇
・ｏ
Ｏ
こ
．

ｕ
＝

へ
。

耳が聞 こえな い「ろ う者 」 に焦点 を当てた ドキ ユメ ン

タ リー映画 を撮影 している名古屋市緑 区の映像作家今村

彩子 さん (33)が、東 日本大震災で被災 した聴覚 障害 者 を

描 いた「音 のな い 3・ 11」 を制 作 した。津波警報 が聞 こ

えず、近所の人の助けで一命を取 り留めた老夫婦 らに密

着 し、「命の情報に格差があ つていいのか」と問い掛け

ている。 (鈴木龍司 )

●

∩
く
Ｕ

訪
ね
て
来
て
く
れ
、
津
波

警
報
が
鳴

っ
て
い
る
こ
と

を
知

っ
た
。
高
台
に
逃
げ

た
後
、
自
宅
は
跡
形
も
な

く
流
さ
れ
た
。

籠慇 宮城の高齢夫 画に


